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1. 2023年3月期の連結業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 538,026 15.0 47,508 △6.3 52,035 △9.2 40,682 30.2
2022年3月期 467,937 18.9 50,697 59.8 57,291 65.2 31,254 58.5

（注）包括利益 2023年3月期　　44,473百万円 （△10.9％） 2022年3月期　　49,901百万円 （10.4％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2023年3月期 138.87 ― 14.3 7.1 8.8
2022年3月期 104.14 ― 12.3 8.6 10.8

（参考） 持分法投資損益 2023年3月期 2,335百万円 2022年3月期 1,950百万円

(2) 連結財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 765,606 310,435 38.6 1,033.52
2022年3月期 698,836 279,544 38.9 919.88

（参考） 自己資本 2023年3月期 295,209百万円 2022年3月期 272,017百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2023年3月期 26,847 △44,093 19,956 93,493
2022年3月期 42,993 △46,528 △5,452 87,986

2. 配当の状況
年間配当金 配当金総額

（合計）
配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年3月期 ― 16.00 ― 18.00 34.00 10,150 32.6 4.0
2023年3月期 ― 18.00 ― 20.00 38.00 11,043 27.4 3.9
2024年3月期(予想) ― 22.00 ― 22.00 44.00 28.6

3. 2024年3月期の連結業績予想（2023年4月1日～2024年3月31日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 271,000 1.8 21,000 △19.3 21,500 △28.9 15,000 △32.5 52.51
通期 572,000 6.3 53,000 11.6 55,000 5.7 44,000 8.2 154.04



※ 注記事項
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有
② ①以外の会計方針の変更 　：　無
③ 会計上の見積りの変更 　：　無
④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）
① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期 302,942,682 株 2022年3月期 302,942,682 株
② 期末自己株式数 2023年3月期 17,307,785 株 2022年3月期 7,234,296 株
③ 期中平均株式数 2023年3月期 292,957,081 株 2022年3月期 300,115,425 株

（参考）個別業績の概要

2023年3月期の個別業績（2022年4月1日～2023年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期 236,535 14.6 11,653 △28.3 26,725 △34.5 28,035 △1.4
2022年3月期 206,427 6.2 16,254 240.0 40,801 55.0 28,431 22.6

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期 95.70 ―
2022年3月期 94.73 ―

(2) 個別財政状態
総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2023年3月期 663,478 283,919 42.8 994.00
2022年3月期 624,190 280,442 44.9 948.37

（参考） 自己資本 2023年3月期 283,919百万円 2022年3月期 280,442百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
連結業績予想は、現時点で入手された情報に基づき判断したものであり、実際の業績は様々な要因により、これらの業績予想とは異なることがありうることをご
承知おきください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

① 当期の業績全般の概況

当連結会計年度の世界経済は、新型コロナウイルスの感染拡大による影響からの持ち直しの動きが続いたもの

の、中国でのロックダウンや半導体不足などの自動車生産への影響、ウクライナ情勢も影響した原燃料価格の上

昇や世界的なインフレの進行、物流の混乱、為替の変動など、先行き不透明な状況のうちに推移しました。

このような環境の中、当社グループでも自動車生産や、電子デバイスの需要低下の影響を受け、一部製品の販

売数量が減少したものの、需要が伸長する製品については販売機会を着実に捉え販売数量を伸ばすとともに、高

騰する原燃料価格や物流費の販売価格への転嫁、徹底したコストダウンを実施してまいりました。

当連結会計年度の売上高は5,380億26百万円(前年度比15.0％増)、営業利益は475億８百万円(同6.3％減)、経常

利益は520億35百万円(同9.2％減)、親会社株主に帰属する当期純利益は406億82百万円(同30.2％増)となりまし

た。

② 当期のセグメント別の状況

当連結会計年度より、各事業が負担すべき費用を負担し、グループ全体の利益への貢献に責任を持って事業運

営する体制に移行するため、全社共通費用を全て各事業に配賦する方法に変更しています。前年度比較について

は、前年度の数値を変更後の配賦方法に基づき組み替えた数値で比較しております。

［メディカル・ヘルスケア事業部門］

コスメ・健康食品事業は、中国のロックダウンの影響などにより化粧品原料の販売数量が減少したものの、原

燃料価格上昇に伴う販売価格の是正や、健康食品素材の販売数量が増加したことなどにより、増収となりまし

た。

ライフサイエンス事業は、キラル関連製品の販売やインドでの分析サービスなどが好調に推移したことや、為

替の影響により、増収となりました。

当部門の売上高は、225億18百万円(前年度比15.5％増)、営業利益は、減価償却費の増加などにより、６億99百

万円(同71.3％減)となりました。

［スマート事業部門］

液晶表示向けフィルム用の酢酸セルロースや高機能フィルムなどのディスプレイ事業は、高機能フィルムの販

売数量が新規採用により増加したものの、液晶パネルの在庫調整の影響により、酢酸セルロースの販売数量が減

少し、減収となりました。

電子材料向け溶剤やレジスト材料などのIC/半導体事業は、液晶パネル材料向けの販売数量が減少したものの、

半導体材料向けの販売数量の増加や、原燃料価格上昇に伴う販売価格の上昇などにより、増収となりました。

当部門の売上高は、295億99百万円(前年度比8.9％減)、利益面では、販売数量の減少や原燃料価格の上昇など

により、営業損失６億42百万円(前年度は営業利益40億35百万円)となりました。

［セイフティ事業部門］

自動車エアバッグ用インフレータ（ガス発生装置）などのモビリティ事業は、半導体不足や中国のロックダウ

ンなどによる自動車減産の影響を受けたものの、自動車生産が前年度より回復し販売数量が増加したことや、為

替の影響などにより、増収となりました。

当部門の売上高は、839億81百万円(前年度比20.9％増)、利益面では、米国での人件費の増加や、物流費の上昇

などにより、営業損失１億43百万円(前年度は営業利益25億83百万円)となりました。

［マテリアル事業部門］

酢酸は、定期修繕に伴う販売調整や、前年度高騰した酢酸市況の軟化により、減収となりました。

酢酸誘導体は、電子材料やディスプレイ向けの需要低下により販売数量が減少したものの、販売価格の是正な

どにより、増収となりました。

アセテート・トウは、加熱式たばこ用の需要増加などによる販売数量の増加、原燃料価格上昇に伴う販売価格
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の是正、為替の影響などにより、増収となりました。

カプロラクトン誘導体やエポキシ化合物などは、自動車向け塗料保護フィルム用途などの需要拡大によりカプ

ロラクトン誘導体の販売数量が増加したことや、原燃料価格上昇に伴う販売価格の是正などにより、増収となり

ました。

当部門の売上高は、1,548億13百万円(前年度比26.0％増)、営業利益は、販売数量の増加や販売価格の是正、為

替の影響などにより、219億36百万円(同19.6％増)となりました。

［エンジニアリングプラスチック事業部門］

ポリアセタール樹脂、ＰＢＴ樹脂、液晶ポリマーなどポリプラスチックス株式会社の事業は、日系自動車の下

期生産台数減少による自動車部品メーカーの在庫圧縮や、スマートフォンなどの需要低下の影響を受け、新型コ

ロナウイルスの影響からの需要回復で販売数量が急増していた前年度と比較して販売数量が減少したものの、継

続的な販売価格の是正や、為替の影響により、増収となりました。

ＡＢＳ樹脂、エンプラアロイ樹脂、フィルム、水溶性高分子などダイセルミライズ株式会社の事業は、販売数

量の増加や、原燃料価格上昇に伴う販売価格の是正などにより、増収となりました。

当部門の売上高は、2,380億62百万円(前年度比12.2％増)、営業利益は、販売価格の是正や、為替の影響などに

より、253億10百万円(同14.5％増)となりました。

［その他部門］

その他部門は、防衛関連事業での販売数量が減少したことなどにより、減収となりました。

当部門の売上高は、90億51百万円(前年度比20.7％減)、営業利益は、３億47百万円(同70.9％減)となりまし

た。

（２）当期の財政状態の概況

総資産は、棚卸資産や有形固定資産等の増加により、前連結会計年度末に比し667億70百万円増加し、7,656億

６百万円となりました。

負債は、短期社債や１年内償還予定の社債等の増加により、前連結会計年度末に比し358億78百万円増加し、

4,551億70百万円となりました。

また純資産は、3,104億35百万円となりました。純資産から非支配株主持分を引いた自己資本は、2,952億９百

万円となり自己資本比率は38.6％となりました。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

営業活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における営業活動による資金の増加は268億47百万円(前年同期は、429億93百万円の増加)とな

りました。資金増加の主な内容は、税金等調整前当期純利益549億67百万円および減価償却費315億16百万円であ

り、資金減少の主な内容は、棚卸資産の増減額318億75百万円および法人税等の支払額144億25百万円でありま

す。

投資活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における投資活動による資金の減少は440億93百万円(前年同期は、465億28百万円の減少)とな

りました。資金増加の主な内容は、投資有価証券の売却及び償還による収入86億77百万円であり、資金減少の主

な内容は、有形固定資産の取得による支出473億86百万円であります。

財務活動によるキャッシュ・フロー

当連結会計年度における財務活動による資金の増加は199億56百万円(前年同期は、54億52百万円の減少)となり

ました。資金増加の主な内容は、短期借入金の純増減額134億13百万円や短期社債の純増減額299億98百万円およ

び長期借入れによる収入150億74百万円であり、資金減少の主な内容は、長期借入金の返済による支出131億７百

万円や社債の償還による支出100億３百万円および配当金の支払額106億51百万円であります。

以上の結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は934億93百万円となりました。

なお、当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは下記のとおりです。

2020年３月期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期

自己資本比率(％) 60.6 37.1 38.9 38.6

時価ベースの自己資本比率(％) 41.0 40.1 34.6 37.3

キャッシュ・フロー対有利子負債比率(年) 1.6 4.7 6.6 12.0

インタレスト・カバレッジ・レシオ(倍) 45.4 53.8 32.0 19.6

(注) 自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

１．各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しています。

２．株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。

３．営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使用し

ております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っているすべての

負債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払額を

使用しております。
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（４）今後の見通し

今後の世界経済は、新型コロナウイルスの感染拡大による影響からの持ち直しの動きが続くことが期待される

ものの、世界的な金融引き締めなどによる海外景気の下振れや、ウクライナ情勢も影響した原燃料価格の上昇な

どの影響が懸念される状況で推移する見通しです。

このような環境の中、当社グループでは、サプライチェーンの緊密な連携や、需要に応じた生産体制の構築な

どにより、需要の回復による販売機会を着実に捉えてまいります。また、原燃料価格、物流費上昇に対応した販

売価格の適切な是正、全社のあらゆる領域において徹底したコストダウンを実践してまいります。

2024年３月期の業績は、自動車市場や電子デバイス市場の需要回復による販売数量増加や、販売価格の是正な

どにより、増収増益となる見通しです。

業績見通しは、次のとおりです。

[連結業績見通し] 通期

売上高 5,720億円 (前年度比 6.3％増)

営業利益 530億円 (同 11.6％増)

経常利益 550億円 (同 5.7％増)

親会社株主に帰属する当期純利益 440億円 (同 8.2％増)

上記の見通しの前提として、為替レートは125円/US$、メタノールアジアスポット価格はUS$380/ton、ドバイ原

油価格はUS$90/bbl、国産ナフサ価格は68,000円/klを想定しています。

なお、連結業績見通しは、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績は様々な要因により業績予想とは異なる可能性があります。

※セグメント別売上高、セグメント別営業利益、設備投資額、減価償却費、研究開発費の見通しにつきましては、

2023年５月11日公表の「2023年３月期 決算説明資料」をご参照ください。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、資産効率の最大化と最適資本構成の実現、資金調達力維持のための財務健全性確保、安定的かつ連結

業績を反映した配当を総合的に勘案した、バランスのとれた利益配分を基本方針としております。

毎事業年度における配当の回数につきましては、第２四半期末日および期末日を基準とした年２回の配当を実

施する方針であります。

内部留保資金につきましては、新規事業展開および既存事業強化のための研究開発、設備の新・増設、効率化

など、業容の拡大と高収益体質の強化のための投資に充当し、将来の事業発展を通じて、株主の皆様の利益向上

に努めたいと存じます。

なお、2021年３月期からの中期戦略「Accelerate 2025」におきましては、中期戦略発表時の１株当たり配当額

（年間32円）を下限とし、配当と機動的な自己株式取得を合わせた各年度の株主還元性向40％以上を目標として

おります。

上記の方針に基づき普通配当を１株につき20円とさせていただくことを、2023年６月23日開催予定の当社第157

回定時株主総会に付議する予定であります。これにより、年間の配当金額は、2022年12月に実施した１株当たり

18円の中間配当と合わせ、前期比４円増配の１株当たり38円となり、当期の配当性向は、27.4％となります。

自己株式の取得につきましても、2022年11月から2023年２月にかけて約1,051万株、約100億円の買付を実施い

たしました。これにより、当期の株主還元性向は、51.7％となります。

次期の配当につきましては、現時点では、前期比６円増配の１株当たり年間44円(うち中間配当22円)を予定し

ております。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 88,130 93,840

受取手形 4,544 4,602

売掛金 98,017 96,932

有価証券 2,398 －

棚卸資産 142,002 177,169

その他 25,186 34,149

貸倒引当金 △32 △66

流動資産合計 360,247 406,627

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 176,710 181,794

減価償却累計額 △115,302 △116,985

建物及び構築物（純額） 61,408 64,809

機械装置及び運搬具 573,425 591,652

減価償却累計額 △501,601 △516,850

機械装置及び運搬具（純額） 71,823 74,802

工具、器具及び備品 32,119 33,018

減価償却累計額 △27,448 △27,942

工具、器具及び備品（純額） 4,671 5,076

土地 31,660 35,639

建設仮勘定 60,279 75,803

有形固定資産合計 229,843 256,130

無形固定資産

のれん 363 338

その他 9,702 10,853

無形固定資産合計 10,066 11,191

投資その他の資産

投資有価証券 73,246 67,914

繰延税金資産 2,474 2,425

退職給付に係る資産 8,686 7,648

その他 14,314 13,707

貸倒引当金 △42 △40

投資その他の資産合計 98,679 91,656

固定資産合計 338,589 358,978

資産合計 698,836 765,606
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 61,888 56,167

短期借入金 22,198 36,267

短期社債 － 30,000

１年内償還予定の社債 10,003 30,000

１年内返済予定の長期借入金 12,272 12,742

未払法人税等 5,529 5,343

修繕引当金 － 3,565

環境対策引当金 14 －

資産除去債務 194 －

その他 41,797 46,768

流動負債合計 153,898 220,856

固定負債

社債 130,000 100,000

長期借入金 106,029 108,823

繰延税金負債 16,311 14,394

役員退職慰労引当金 89 71

修繕引当金 1,052 －

環境対策引当金 125 122

退職給付に係る負債 6,623 4,735

資産除去債務 1,255 1,170

その他 3,906 4,995

固定負債合計 265,394 234,314

負債合計 419,292 455,170

純資産の部

株主資本

資本金 36,275 36,275

資本剰余金 14 132

利益剰余金 174,500 204,529

自己株式 △6,090 △15,716

株主資本合計 204,699 225,221

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 36,813 32,906

繰延ヘッジ損益 27 43

為替換算調整勘定 25,966 33,519

退職給付に係る調整累計額 4,509 3,519

その他の包括利益累計額合計 67,317 69,988

非支配株主持分 7,526 15,225

純資産合計 279,544 310,435

負債純資産合計 698,836 765,606
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

売上高 467,937 538,026

売上原価 329,329 392,214

売上総利益 138,607 145,811

販売費及び一般管理費 87,910 98,303

営業利益 50,697 47,508

営業外収益

受取利息 236 697

受取配当金 2,671 3,277

持分法による投資利益 1,950 2,335

為替差益 1,685 －

固定資産賃貸料 490 482

補助金収入 357 147

その他 1,302 696

営業外収益合計 8,694 7,637

営業外費用

支払利息 1,361 1,432

為替差損 － 201

社債発行費 － 1

寄付金 129 550

その他 609 925

営業外費用合計 2,100 3,111

経常利益 57,291 52,035

特別利益

固定資産処分益 213 74

投資有価証券売却益 1,664 4,208

補助金収入 － 513

関係会社出資金売却益 － 722

特別利益合計 1,878 5,519

特別損失

固定資産除却損 2,901 1,524

減損損失 ※ 9,985 －

固定資産圧縮損 － 513

事業整理損 － 548

特別損失合計 12,886 2,587

税金等調整前当期純利益 46,283 54,967

法人税、住民税及び事業税 12,630 13,055

法人税等調整額 1,598 270

法人税等合計 14,229 13,326

当期純利益 32,053 41,641

非支配株主に帰属する当期純利益 799 958

親会社株主に帰属する当期純利益 31,254 40,682
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（連結包括利益計算書）

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当期純利益 32,053 41,641

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △71 △3,910

繰延ヘッジ損益 55 15

為替換算調整勘定 16,916 7,579

退職給付に係る調整額 △92 △942

持分法適用会社に対する持分相当額 1,039 89

その他の包括利益合計 17,847 2,831

包括利益 49,901 44,473

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 48,364 43,353

非支配株主に係る包括利益 1,536 1,119
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 36,275 － 152,816 △1,446 187,645

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△26 △26

会計方針の変更を反映

した当期首残高
36,275 － 152,789 △1,446 187,619

当期変動額

剰余金の配当 △9,648 △9,648

親会社株主に帰属す

る当期純利益
31,254 31,254

譲渡制限付株式報酬 14 338 353

自己株式の取得 △4,983 △4,983

連結範囲の変動 0 104 104

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 14 21,710 △4,644 17,080

当期末残高 36,275 14 174,500 △6,090 204,699

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 36,884 △27 8,689 4,660 50,207 7,148 245,000

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△26

会計方針の変更を反映

した当期首残高
36,884 △27 8,689 4,660 50,207 7,148 244,974

当期変動額

剰余金の配当 △9,648

親会社株主に帰属す

る当期純利益
31,254

譲渡制限付株式報酬 353

自己株式の取得 △4,983

連結範囲の変動 △150 △45

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△70 55 17,276 △151 17,109 528 17,638

当期変動額合計 △70 55 17,276 △151 17,109 378 34,569

当期末残高 36,813 27 25,966 4,509 67,317 7,526 279,544
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当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 36,275 14 174,500 △6,090 204,699

当期変動額

剰余金の配当 △10,653 △10,653

親会社株主に帰属す

る当期純利益
40,682 40,682

譲渡制限付株式報酬 △8 375 366

自己株式の取得 △10,000 △10,000

自己株式の処分 0 0 0

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

126 126

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 117 30,029 △9,625 20,521

当期末残高 36,275 132 204,529 △15,716 225,221

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ損益
為替換算

調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 36,813 27 25,966 4,509 67,317 7,526 279,544

当期変動額

剰余金の配当 △10,653

親会社株主に帰属す

る当期純利益
40,682

譲渡制限付株式報酬 366

自己株式の取得 △10,000

自己株式の処分 0

非支配株主との取引

に係る親会社の持分

変動

126

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△3,907 15 7,553 △990 2,671 7,699 10,370

当期変動額合計 △3,907 15 7,553 △990 2,671 7,699 30,891

当期末残高 32,906 43 33,519 3,519 69,988 15,225 310,435
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 46,283 54,967

減価償却費 27,490 31,516

減損損失 9,985 －

のれん償却額 705 59

環境対策引当金の増減額（△は減少） △56 △16

受取利息及び受取配当金 △2,907 △3,975

支払利息 1,361 1,432

持分法による投資損益（△は益） △1,950 △2,335

固定資産処分損益（△は益） △213 △74

固定資産除却損 2,901 1,524

投資有価証券売却損益（△は益） △1,664 △4,208

関係会社出資金売却損益（△は益） － △722

事業整理損 － 548

売上債権の増減額（△は増加） △3,429 4,498

棚卸資産の増減額（△は増加） △27,480 △31,875

仕入債務の増減額（△は減少） 7,924 △8,701

その他 △8,872 △7,365

小計 50,074 35,274

利息及び配当金の受取額 4,261 6,063

利息の支払額 △1,342 △1,372

法人税等の支払額 △13,558 △14,425

法人税等の還付額 3,556 1,308

営業活動によるキャッシュ・フロー 42,993 26,847

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △55 △208

有形固定資産の取得による支出 △43,494 △47,386

有形固定資産の売却による収入 876 318

無形固定資産の取得による支出 △3,977 △4,537

投資有価証券の取得による支出 △165 △365

投資有価証券の売却及び償還による収入 2,809 8,677

関係会社株式の取得による支出 △329 －

関係会社出資金の売却による収入 － 1,125

貸付けによる支出 △400 △807

貸付金の回収による収入 84 445

その他 △1,875 △1,353

投資活動によるキャッシュ・フロー △46,528 △44,093
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(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 14,696 13,413

短期社債の純増減額（△は減少） － 29,998

長期借入れによる収入 1,704 15,074

長期借入金の返済による支出 △5,037 △13,107

社債の償還による支出 － △10,003

非支配株主からの払込みによる収入 － 7,200

自己株式の取得による支出 △4,983 △10,000

自己株式の売却による収入 － 0

配当金の支払額 △9,645 △10,651

非支配株主への配当金の支払額 △1,008 △742

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△150 －

リース負債の返済による支出 △1,029 △1,224

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,452 19,956

現金及び現金同等物に係る換算差額 6,137 2,795

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,850 5,506

現金及び現金同等物の期首残高 90,747 87,986

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 89 －

現金及び現金同等物の期末残高 87,986 93,493
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会計

基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経過的

な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといたしまし

た。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

　ダイセルビヨンド㈱は当連結会計年度に新規設立したため、連結の範囲に含めております。

　Daicel Safety Systems Korea, Inc.他２社は会社の清算手続きを進めており重要性が低下したため、連結の範囲か

ら除外しております。またLomapharm GmbHは株式を売却したため、連結の範囲から除外しております。

（表示方法の変更）

前連結会計年度において、「雑支出」及び「雑収入」として表示しておりました金額につき、当連結会計年度より

「その他」として組替えを行っております。

前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」（雑支出）に含めておりました「寄付金」は、金額的重要

性が増したため、当連結会計年度より独立掲記しております。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年

度の連結財務諸表の組替えを行っております。

この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他」（雑支出）に表示していた739

百万円は、「寄付金」129百万円、「その他」（雑支出）609百万円として組み替えております。
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（連結損益計算書関係）

（減損損失）

※ 当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上いたしました。

前連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

場所 用途 種類 金額(百万円)

日本
(兵庫県姫路市)

化粧品原料製造設備 建設仮勘定 8,385

―

その他
下記(減損損失の認識に至
った経緯)の２. をご参照
ください。

のれん 1,394

その他
自動車エアバッグ用インフ
レータ
製造設備他

機械装置
建設仮勘定

11
193

計 9,985

(グルーピングの方法)

当社グループは、カンパニー、SBUおよびBUを最小の単位として資産のグルーピングを行っております。

(減損損失の認識に至った経緯)

１．化粧品原料製造設備

当社のヘルスケア事業においてコスメ市場が新型コロナウイルス感染症の影響により市場環境が悪化したこと

を受けて、収益性の低下が認められるため、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として

認識しております。

２．その他

連結子会社であるLomapharm GmbHに関して、株式取得時に超過収益力を前提としたのれんを計上しておりまし

たが、収益性の低下により、投資額の回収が困難であると認められるため、未償却残高の全額を減損損失として

認識しております。

(回収可能価額の算定方法)

回収可能価額は、使用価値により測定しております。

化粧品原料製造設備については将来キャッシュ・フローを割引率8.4％で割り引いて算出しており、その他について

は将来キャッシュ・フローを割引率12.0％で割り引いて算出しております。

当連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、「戦略ビジネスユニット(SBU)」を中心とする組織を採用しており、各SBUが国内及び海外の包括的な戦略

を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は「メディカル・ヘルスケア事業」「スマート事業」「セイフティ事業」「マテリアル事業」

「エンジニアリングプラスチック事業」の５つを報告セグメントとしております。

報告セグメントにおける主要製品は、以下の通りです。

＜主な製品＞

セグメント 主要製品名

メディカル・
ヘルスケア事業

化粧品原料、健康食品、光学異性体分離カラム 他

スマート事業
酢酸セルロース(液晶表示向けフィルム用)、高機能光学フィルム、半導体レジスト、
電子材料向け溶剤 他

セイフティ事業 自動車エアバッグ用インフレータ、電流遮断器 他

マテリアル事業
酢酸および酢酸誘導体、酢酸セルロース(液晶表示向けフィルム用途以外)、
アセテート・トウ、カプロラクトン誘導体、エポキシ化合物 他

エンジニアリング
プラスチック事業

ポリアセタール樹脂、ＰＢＴ樹脂、液晶ポリマー、ＡＢＳ樹脂、エンプラアロイ樹脂、
各種合成樹脂加工品 他

その他 防衛関連製品、水処理用分離膜モジュール、運輸倉庫業 他

２．報告セグメントごとの売上高および利益または損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部収益および振替高は、主に市場価格や製造原価に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高および利益または損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

連結

財務諸表

計上額

(注)３

メディカ

ル・ヘルス

ケア事業

スマート

事業

セイフティ

事業

マテリアル

事業

エンジニア

リングプラ

スチック

事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
19,494 32,490 69,455 122,820 212,267 456,527 11,409 467,937 － 467,937

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

527 640 － 11,066 264 12,499 12,043 24,543 △24,543 －

計 20,021 33,131 69,455 133,887 212,531 469,027 23,453 492,481 △24,543 467,937

セグメント利益 2,439 4,035 2,583 18,336 22,110 49,505 1,192 50,697 － 50,697

セグメント資産 30,136 33,613 80,771 214,329 226,414 585,265 18,394 603,659 95,177 698,836

その他の項目

減価償却費 1,505 2,280 5,236 10,158 7,118 26,298 650 26,948 － 26,948

のれん償却額 204 － 500 － － 705 － 705 － 705

持分法適用会社

への投資額
－ － － 10,180 3,056 13,236 － 13,236 － 13,236

有形固定資産及

び無形固定資産

の増加額

1,155 3,291 7,931 20,109 7,495 39,984 855 40,840 － 40,840

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メンブレン事業および運輸倉庫

業等を含んでおります。

２ セグメント資産の調整額は、セグメント間の債権の相殺消去等△3,294百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社資産98,471百万円であります。全社資産は、余資運用資金(現金及び預金、有価証券)、長期投

資資金(投資有価証券)および管理部門、基礎研究部門等にかかる資産等であります。

３ セグメント利益の合計額は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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当連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他

(注)１
合計

調整額

(注)２

連結

財務諸表

計上額

(注)３

メディカ

ル・ヘルス

ケア事業

スマート

事業

セイフティ

事業

マテリアル

事業

エンジニア

リングプラ

スチック

事業

計

売上高

外部顧客への

売上高
22,518 29,599 83,981 154,813 238,062 528,975 9,051 538,026 － 538,026

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

196 289 － 12,913 288 13,687 12,414 26,102 △26,102 －

計 22,715 29,888 83,981 167,726 238,350 542,662 21,465 564,128 △26,102 538,026

セグメント利益又

は損失（△）
699 △642 △143 21,936 25,310 47,161 347 47,508 － 47,508

セグメント資産 29,539 38,466 113,611 214,890 265,325 661,833 15,586 677,420 88,186 765,606

その他の項目

減価償却費 2,811 2,689 6,483 9,695 8,571 30,251 584 30,835 － 30,835

のれん償却額 59 － － － － 59 － 59 － 59

持分法適用会社

への投資額
－ － － 10,117 3,407 13,525 － 13,525 － 13,525

有形固定資産及

び無形固定資産

の増加額

2,693 4,197 8,987 8,618 30,596 55,092 1,216 56,308 － 56,308

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、メンブレン事業および運輸倉庫

業等を含んでおります。

２ セグメント資産の調整額は、セグメント間の債権の相殺消去等△2,015百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社資産90,202百万円であります。全社資産は、余資運用資金(現金及び預金)、長期投資資金(投

資有価証券)および管理部門、基礎研究部門等にかかる資産等であります。

３ セグメント利益又は損失の合計額は、連結損益計算書の営業利益と一致しております。

４．報告セグメントの変更等に関する情報

　当連結会計年度より、報告セグメントごとの業績をより適切に評価管理するため、全社共通費用の配賦方法を見直

し、報告セグメントの利益又は損失、資産、その他の項目の算定方法の変更を行っております。

　なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後の報告セグメント利益又は損失、資産、その他の項目の算定方

法により作成したものを記載しております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

１．製品およびサービスごとの情報

(単位：百万円)

メディカル・
ヘルスケア

事業

スマート
事業

セイフティ
事業

マテリアル
事業

エンジニアリ
ングプラスチ
ック事業

その他 合計

外部顧客への
売上高

19,494 32,490 69,455 122,820 212,267 11,409 467,937

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本
アジア

その他 合計
中国 その他

203,974 92,401 96,059 75,502 467,937

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本
アジア

その他 合計
中国 マレーシア その他

151,676 28,002 15,943 17,870 16,350 229,843

当連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

１．製品およびサービスごとの情報

(単位：百万円)

メディカル・
ヘルスケア

事業

スマート
事業

セイフティ
事業

マテリアル
事業

エンジニアリ
ングプラスチ
ック事業

その他 合計

外部顧客への
売上高

22,518 29,599 83,981 154,813 238,062 9,051 538,026

２．地域ごとの情報

(1) 売上高

(単位：百万円)

日本
アジア

その他 合計
中国 その他

200,905 106,032 119,193 111,894 538,026

(注) 売上高は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。

(2) 有形固定資産

(単位：百万円)

日本
アジア

その他 合計
中国 マレーシア その他

152,666 43,351 15,263 22,418 22,430 256,130
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【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

メディカ
ル・ヘルス
ケア事業

スマート
事業

セイフティ
事業

マテリアル
事業

エンジニア
リングプラ
スチック
事業

その他 全社・消去 合計

減損損失 9,791 － 193 － － － － 9,985

(注) メディカル・ヘルスケア事業において、今後は投下資本に見合うだけの十分なキャッシュ・フローの回収が見

込めなくなったと判断し、固定資産及びのれんについて、減損損失を計上しております。当該減損損失の計上

額は、当連結会計年度において9,791百万円であります。

当連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

　 該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額および未償却残高に関する情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

メディカ
ル・ヘルス
ケア事業

スマート
事業

セイフティ
事業

マテリアル
事業

エンジニア
リングプラ
スチック
事業

その他 全社・消去 合計

当期償却額 204 － 500 － － － － 705

当期末残高 363 － － － － － － 363

当連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

メディカ
ル・ヘルス
ケア事業

スマート
事業

セイフティ
事業

マテリアル
事業

エンジニア
リングプラ
スチック
事業

その他 全社・消去 合計

当期償却額 59 － － － － － － 59

当期末残高 338 － － － － － － 338

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度(自 2021年４月１日　至 2022年３月31日)

該当事項はありません。

当連結会計年度(自 2022年４月１日　至 2023年３月31日)

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

１株当たり純資産額 919円88銭 1,033円52銭

１株当たり当期純利益 104円14銭 138円87銭

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。

２ １株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(百万円) 31,254 40,682

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益
(百万円)

31,254 40,682

普通株式の期中平均株式数(千株) 300,115 292,957

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　




